
1 

 

令和８年度から愛知県警察官・警察職員採用試験が大きく変わります！【変更版】  

 

愛知県警察では、多様な人材の確保のため、次の取組を新たに実施します。 

［愛知県警察官］ 

▶ 警察官（Ａ）第１回試験［大卒・22歳～35歳］に、ＳＰＩ３を導入した試験区分

「ＳＰＩ」を新設 

▶ 警察官（Ｂ）第２回試験 [大卒以外・18歳～35歳]に、試験区分「情報技術」を新設 

▶ サイバー特別捜査官の採用選考を実施 

［愛知県警察職員］ 

▶  警察職員第２回試験に試験区分「情報管理」を新設 

▶ 「情報管理」「電気」「機械」「建築」の職務経験者試験を実施  

〔注〕年齢は令和９年４月１日時点 

【令和７年度】 

 

 

【令和８年度】 

 

 

 試験区分 上限年齢 

警察官 

第１回 
Ａ（大卒） 

一般 

～35歳 

語学 

情報技術 

Ｂ（大卒以外） 一般 

第２回 
Ａ（大卒） 一般 

Ｂ（大卒以外） 一般 

採用選考 術科訓練指導者（大卒・高卒） 

 

警察職員 

 

第１回（大卒程度） 
行政Ｉ・行政Ⅱ 

～29歳 
情報管理・電気・機械・建築等 

第２回（高卒程度） 事務 ～23歳 

 試験区分 上限年齢 

警察官 

第１回 
Ａ（大卒） 

一般 
教養 

～35歳 

ＳＰＩ 

語学 

情報技術 

Ｂ（大卒以外） 一般 

第２回 

Ａ（大卒） 一般 

Ｂ（大卒以外） 
一般 

情報技術 

採用選考 
術科訓練指導者（大卒・高卒） 

サイバー特別捜査官（大卒） ～61歳 

 

警察職員 

 

第１回（大卒程度） 
行政Ⅰ・行政Ⅱ 

～29歳 
情報管理・電気・機械・建築等 

第２回（高卒程度） 
事務 

～23歳 
情報管理 

職務経験者（大卒程度） 情報管理・電気・機械・建築 ～61歳 
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［愛知県警察官］ 

１ 警察官（Ａ）第１回試験に試験区分「ＳＰＩ」を新設 

（１） 趣旨 

これまで以上に多様な視点を持った実行力のある人材を確保するため、民間企業

を志望する学生や転職希望者が受験しやすい試験区分を新設します。「ＳＰＩ」の

新設に伴い、従来の試験区分の名称が「教養」になります。 

 

（２） 試験内容 

ア 第１次試験では、ＳＰＩ３※を実施します。 
   ※ 民間企業の採用選考などで広く利用されている適性検査（基礎能力検査・性格検査） 

イ ＳＰＩ３は、テストセンター方式で実施するため、受験者の都合に合わせて、全

国の会場又は自宅等からオンラインで受験可能です。 

ウ 第２次試験の個別面接では、受験者のアピールに対する質疑応答を通じて評価を

行う、アピール審査を実施します。 

〔注〕「ＳＰＩ」と「教養」の併願はできません 

 

（３） 日程［令和８年］ 

 

〔注〕警察官（Ａ）教養は例年と同様の日程を予定 

 

 

 

 

 

 
警察官（Ａ）ＳＰＩ 

［新 設］ 
警察官（Ａ）教養 

［継 続］ 

第１次試験 
基礎能力試験 

(ＳＰＩ３ テストセンター方式) 

教養試験（大学卒業程度） 

適性試験Ｉ 

論文試験 

第２次試験 

個別面接（アピール審査含む。） 

論文試験 

適性試験Ｉ・Ⅱ 

身体・体力検査 

個別面接 

適性試験Ⅱ 

身体・体力検査 

従来の試験区分よりも１か月早く合格発表します。 

 
警察官（Ａ）ＳＰＩ 

［新 設］ 

警察官（Ａ）教養 

［継 続］ 

受 験 案 内 発 表 １月末 ２月中旬 

申 込 受 付 期 間 ３月上旬～中旬 ３月上旬～４月中旬 

第 １ 次 試 験 ４月上旬～中旬 ５月上旬～中旬 

第 ２ 次 試 験 ５月中旬～６月上旬 ５月下旬～６月中旬 

最 終 合 格 発 表 ７月初旬 ８月上旬 
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２ 警察官（Ｂ）第２回試験に試験区分「情報技術」を新設 

（１） 趣旨 

サイバー事案への対処に関する専門的知識・技術を有する人材を確保するため、

主に情報系学科を有する工業高等学校卒業者等を対象とした試験区分を新設します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 日程・試験内容［令和８年］ 

警察官（Ｂ）第２回試験と同様の日程・方法で実施し、専門試験を併せて実施し

ます。 

 

３ サイバー特別捜査官の採用選考の実施 

（１） 趣旨 

サイバー事案への対処に関する高度な専門的知識・技術を有する人材を確保する

ため、職務経験を有し、情報処理に関する以下の試験に合格している人材を対象と

した採用選考を実施します。なお、採用時の階級を巡査部長とします。 

 

（２） 受験資格 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 日程［令和８年］ 

警察官（Ａ）第１回試験と同様の日程で実施します。 

 

 

 

 令和７年度 

種 類 （Ａ）第１回 

年 齢 ～35歳 

学 歴  大学卒業者 

試験の程度 大卒程度 

令和８年度 

（Ａ）第１回 （Ｂ）第２回 

～35歳 18歳～35歳 

大学卒業者 大卒者以外 

大卒程度 高卒程度 

年 齢 25歳～61歳まで 

職務経験 ＩＴ関連業務を３年以上 

 

 

 

資   格 

応用情報技術者試験、ＩＴストラテジスト試験、システムア

ーキテクト試験、プロジェクトマネージャ試験、ネットワー

クスペシャリスト試験、データベーススペシャリスト試験、

エンベデッドシステムスペシャリスト試験、ＩＴサービスマ

ネージャ試験、システム監査技術者試験、情報処理安全確保

支援士試験、ＣＩＳＳＰ試験、ＧＳＥＣ試験、ＧＣＩＨ試験

のいずれか（旧試験を含む。）に合格している人 
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［愛知県警察職員］ 

４ 警察職員第２回試験に試験区分「情報管理」を新設 

（１） 趣旨 

システム開発、情報セキュリティを担う技術職員（情報管理）の確保が厳しさを

増す中、持続的かつ安定的な組織体制を維持するため、主に情報系学科を有する工

業高等学校卒業者等を対象とした試験区分を新設します。 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 日程・試験内容［令和８年］ 

警察職員第２回試験と同様の日程・方法で実施し、専門試験を併せて実施します。 

 

５ 「情報管理」「電気」「機械」「建築」の職務経験者試験を実施 

（１）趣旨 

システム開発や情報セキュリティを担う技術職員（情報管理）、施設整備を担う

技術職員（電気、機械、建築）の確保が厳しさを増す中、持続的かつ安定的な組織体

制を維持するため、職務経験者を対象とした試験を実施します。 

 

（２）受験資格 

 

（３） 日程・試験内容［令和８年］ 

県職員の職務経験者試験と同様の日程・方法で実施します。 

 

 令和７年度 

種 類 第１回 

年 齢 ～29歳 

学 歴 不問 

試験の程度 大卒程度 

令和８年度 

第１回 第２回 

～29歳 18歳～23歳 

不問 大卒者以外 

大卒程度 高卒程度 

 年齢 職務経験 資格 

情報管理 

～61歳まで 

民間企業等にお

ける職務経験を

３年以上 

情報セキュリティマネジメント試験、基本情報技

術者試験、応用情報技術者試験、ＩＴストラテジ

スト試験、システムアーキテクト試験、プロジェ

クトマネージャ試験、ネットワークスペシャリス

ト試験、データベーススペシャリスト試験、エン

ベデッドシステムスペシャリスト試験、ＩＴサー

ビスマネージャ試験、システム監査技術者試験、

情報処理安全確保支援士試験、ＣＩＳＳＰ試験、

ＧＳＥＣ試験、ＧＣＩＨ試験のいずれか（旧試験

を含む。）に合格している人 

電 気 

電気事業法の規定による第一種・第二種・第三種

電気主任技術者免状のいずれかの交付を受けてい

る人 

機 械 － 

建 築 － 

【注】内容は2026年1月29日時点での予定であ
り、状況によって変更となる場合があります。
受験に必要な資格及び試験内容等、各試験の詳
細については試験ごとに掲載する受験案内を必
ず御確認ください。


